
高
松
宮
妃
喜
久
子
殿
下
所
用
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
に
つ
い
て

長
佐
古
美
奈
子

高松宮妃喜久子殿下所用ビーズドレスについて

は
じ
め
に

　
当
館
で
は
平
成
一
九
年
に
卒
業
生
の
武
井
絢
子
氏
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
高
松
宮
妃
喜

久
子
殿
下
所
用
の
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
を
所
蔵
し
て
い
る
。

　
武
井
氏
の
祖
母
小
山
ト
ミ
氏
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
か
ら
昭
和
一
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
に
り

（一

緕
l
二
）
ま
で
高
松
宮
家
の
老
女
を
務
め
て
い
た
。
ド
レ
ス
は
昭
和
一
七
年
の
小

山
氏
退
官
の
際
に
、
喜
久
子
妃
殿
下
か
ら
拝
領
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
小
山
家
で
は
高
松
宮
両
殿
下
が
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
～
六
年
（
一
九
三
一
）
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
遊
の
際
に
「
お
そ
ら
く
パ
リ
で
設
え
た
ド
レ
ス
」
と
伝
え
ら
れ
、
拝
領

物
と
し
て
大
切
に
扱
い
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
も
行
李
数
箱
し
か
送
れ
な
か
っ
た
疎
開

の
荷
物
に
入
れ
た
こ
と
で
ド
レ
ス
は
焼
失
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
行
李

内
保
管
の
間
に
銀
糸
で
織
ら
れ
た
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
が
黒
く
変
色
し
て
し
ま
っ
た
。
戦

後
、
そ
の
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
を
取
り
除
い
た
が
、
そ
の
折
に
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
は
失
わ

れ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ド
レ
ス
は
シ
ル
ク
ジ
ョ
ー
ゼ
ッ
ト
地
に
ビ
ー
ズ
で
青
海
波
と
百
合
の
よ
う
な
花
の
日

本
的
な
刺
繍
が
施
さ
れ
、
ラ
イ
ン
ス
ト
ー
ン
で
縁
取
り
さ
れ
た
、
大
変
美
し
い
も
の
で

あ
る
。
（
口
絵
3
）

　
し
か
し
、
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
を
は
が
し
た
た
め
に
原
状
が
失
わ
れ
、
上
身
頃
と
二

枚
の
ス
カ
ー
ト
状
の
も
の
の
三
部
分
に
わ
か
れ
、
も
と
の
形
状
が
わ
か
ら
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。
ま
た
生
地
の
痛
み
も
激
し
く
、
刺
繍
さ
れ
て
い
る
ビ
ー
ズ
も
は
ず
れ
て
し
ま

う
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
り

　
平
成
一
九
年
度
の
特
別
展
「
新
収
資
料
　
高
松
宮
家
展
」
に
お
い
て
陳
列
展
示
し
た

後
、
保
存
の
た
め
に
修
復
を
お
こ
な
っ
た
。
修
復
に
つ
い
て
の
詳
し
い
報
告
は
田
中
淑

　
　
　
　
ロ
ヨ
リ

江
氏
の
報
告
に
委
ね
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
喜
久
子
妃
殿
下
所
用
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
（
以
下

ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
）
の
来
歴
と
復
元
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
お
こ
な
う
。

一
．
高
松
宮
両
殿
下
の
渡
欧
米
外
遊
に
つ
い
て

　
高
松
宮
宣
仁
親
王
殿
下
と
喜
久
子
妃
殿
下
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
月
四
日
に

成
婚
式
を
あ
げ
、
そ
の
約
二
ヵ
月
後
の
四
月
一
二
日
「
天
皇
の
名
代
　
高
松
宮
両
殿
下
」

と
し
て
横
浜
港
よ
り
日
本
郵
船
鹿
島
丸
に
乗
船
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
へ
の
公
式

訪
問
を
含
め
た
、
欧
米
二
四
力
国
一
四
ヶ
月
間
（
四
一
七
日
）
の
大
旅
行
に
出
発
し
た
。

　
昭
和
四
年
五
月
英
国
皇
帝
第
三
皇
子
グ
ロ
ス
タ
ー
公
が
英
国
皇
帝
陛
下
か
ら
天
皇
陛

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
る
サ

下
へ
の
ガ
ー
タ
ー
勲
章
贈
呈
の
た
め
に
来
日
し
た
。
そ
の
答
礼
使
と
し
て
差
遣
さ
れ
た

の
が
昭
和
天
皇
弟
宮
の
高
松
宮
殿
下
で
あ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
と
ス
ペ
イ
ン
へ
の
公
式
訪
問
の
他
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど

西
欧
の
主
な
国
々
を
ほ
と
ん
ど
訪
問
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
各
国
の

王
室
は
じ
め
首
脳
や
政
財
界
人
と
の
懇
談
、
軍
関
係
施
設
、
文
化
慈
善
事
業
な
ど
を
視
察

し
、
ま
た
そ
の
地
の
人
々
と
も
親
し
く
交
歓
す
る
と
い
っ
た
旅
行
内
容
で
あ
っ
た
。

　
随
行
員
は
宮
内
省
か
ら
山
縣
武
夫
式
部
官
ら
四
名
、
高
松
宮
家
か
ら
は
東
京
帝
国
大

学
坂
本
恒
雄
医
学
博
士
、
前
イ
タ
リ
ア
大
使
夫
人
落
合
た
か
、
侍
女
山
木
た
け
が
選
ば

れ
た
。
ま
た
、
貞
明
皇
后
の
お
取
り
計
ら
い
に
よ
り
高
松
宮
殿
下
兄
宮
の
秩
父
宮
妃
勢

津
子
殿
下
母
で
あ
る
松
平
信
子
駐
英
大
使
夫
人
な
ど
が
旅
行
準
備
の
相
談
係
と
し
て
喜
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久
子
妃
殿
下
に
付
け
ら
れ
た
。

　
日
本
を
出
発
の
後
、
四
二
日
間
に
渡
る
長
い
航
海
を
経
て
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

六
月
二
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
、
こ
こ
か
ら
パ
リ
に
向
か
い
、
ホ
テ
ル
・
ド
・
ク
リ

ヨ
ン
を
宿
泊
本
拠
地
に
各
日
エ
リ
ー
ゼ
宮
、
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、

ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
な
ど
を
見
物
し
た
。
こ
の
間
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
松
平
信
子
駐
英
大
使

夫
人
が
来
仏
、
英
王
室
の
し
き
た
り
な
ど
を
教
授
し
た
。

　
同
年
六
月
二
五
日
英
国
へ
到
着
し
た
高
松
宮
同
妃
両
殿
下
は
、
翌
二
六
日
に
英
国
皇

帝
皇
后
へ
天
皇
陛
下
の
御
沙
汰
を
伝
え
、
今
回
の
訪
問
の
最
も
重
要
な
儀
式
を
終
え
た
。

　
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
訪
問
、
＝
月
三
日
か
ら
の
ス
ペ
イ
ン
公
式
訪
問
、
さ
ら

に
昭
和
六
年
四
月
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
へ
向
い
、
五
月
二
八
日
秩
父
丸
に
乗
船
し
、
ハ

ワ
イ
を
経
由
し
帰
国
の
途
に
つ
き
、
再
び
日
本
に
戻
っ
た
の
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

六
月
＝
日
で
あ
っ
た
。

二
．
ド
レ
ス
な
ど
の
御
買
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
こ

　
こ
の
公
式
訪
問
の
旅
費
経
費
は
『
高
松
宮
日
記
』
に
よ
れ
ば
宮
内
省
二
〇
万
円
、
高
松

宮
家
一
〇
万
円
の
計
三
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
旅
程
は
宮
内
省
、
外
務
省
が
作
成
し
、
現
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ヒ

で
の
ホ
テ
ル
、
鉄
道
、
車
両
手
配
な
ど
は
「
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
」
社
が
行
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
支
度
金
以
外
に
喜
久
子
妃
殿
下
が
外
遊
中
に
衣
装
を
発
注
す
る
費
用
と
し
て
、

高
松
宮
家
で
二
二
、
一
七
〇
円
が
用
意
さ
れ
た
。

　
喜
久
子
妃
殿
下
外
遊
用
の
ド
レ
ス
な
ど
に
関
す
る
記
述
を
以
下
資
料
、
参
考
文
献
か

ら
み
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
ア
ヒ

　
『
高
松
宮
日
記
』
に
は

六
月
二
日
　
日
曜
　
晴

六
二
二
〇
に
お
き
る
。

と
て
も
つ
ま
ら
な
い
。
外
出
す
る
気
に
も
な
ら
ず
海
岸
を
十
分
間
ば
か
り
ブ
ラ
つ

い
て
、
皇
后
様
の
お
散
歩
を
遠
く
か
ら
眺
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

午
後
も
本
を
よ
ん
で
は
、
い
ね
む
り
。
待
屈
の
一
日
を
お
く
る
。

石
川
か
ら
結
婚
や
外
遊
の
準
備
の
女
の
着
物
の
調
べ
を
よ
こ
す
。
徳
川
家
で
結
婚

用
に
六
〇
、
四
四
九
円
、
此
方
で
外
遊
用
に
欧
州
に
行
つ
て
か
ら
買
ふ
の
も
加
へ

て
二
二
、
一
七
〇
円
。
そ
れ
で
洋
装
だ
け
。
女
と
は
買
ふ
も
の
な
り
。
買
は
れ
る

も
の
に
非
ず
か
。

　
渡
欧
の
際
に
随
行
し
た
侍
女
山
木
た
け
の
日
記
を
も
と
に
書
か
れ
た
『
高
松
宮
同
妃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

両
殿
下
の
グ
ラ
ン
ド
・
ハ
ネ
ム
ー
ン
』
に
よ
れ
ば
、
「
（
昭
和
四
年
）
＝
月
六
日
徳
川

邸
で
ド
レ
ス
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。
婚
礼
用
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
と
旅

行
用
の
ド
レ
ス
が
中
心
で
、
「
日
本
橋
三
越
」
「
松
屋
」
か
ら
縫
製
係
が
参
上
し
た
。
貞

明
皇
后
に
任
命
さ
れ
た
大
使
夫
人
ら
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
下
着
、
毛
皮
、
帽
子
、
手

袋
、
靴
な
ど
は
、
当
時
、
欧
米
の
最
先
端
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
注
文
で
き
た
横
浜
の
元
町

と
弁
天
通
り
の
専
門
店
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
洋
装
内
覧
会
な
ど
か
ら
揃
え
た
よ

う
だ
。
ジ
ュ
エ
リ
i
類
の
オ
ー
ダ
ー
先
と
し
て
は
銀
座
「
ミ
キ
モ
ト
」
の
名
が
日
記
に

出
て
く
る
。
」
と
あ
る
。
『
高
松
宮
日
記
』
に
も
高
松
宮
正
装
そ
の
他
の
も
の
を
「
三
越
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
リ

へ
注
文
、
と
の
記
事
が
あ
る
。

　
日
本
で
各
種
服
装
を
取
り
揃
え
、
前
述
の
と
お
り
高
松
宮
同
妃
両
殿
下
は
昭
和
五
年

五
月
二
一
日
、
横
浜
港
か
ら
出
航
し
た
。
同
年
六
月
二
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
、
そ

の
翌
日
に
パ
リ
に
入
っ
た
。
こ
の
最
初
の
パ
リ
到
着
か
ら
翌
年
三
月
一
八
日
の
最
後
の

パ
リ
出
立
ま
で
、
両
殿
下
は
パ
リ
を
拠
点
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
訪
問
し
た
。
こ
の
間
、

パ
リ
な
ど
で
い
く
つ
か
の
ド
レ
ス
を
誹
え
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
サ

　
「
高
松
宮
宣
仁
親
王
」
伝
記
刊
行
委
員
会
編
『
高
松
宮
宣
仁
親
王
』
に
は
「
（
六
月
）

二
一
日
ま
た
パ
リ
へ
帰
り
、
先
の
パ
リ
ご
滞
在
中
に
仕
立
て
た
お
洋
服
の
試
着
や
お
買

い
物
な
ど
さ
れ
」
と
あ
り
、
パ
リ
で
洋
服
を
仕
立
て
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
直
接
的
に
パ
リ
の
ど
の
店
、
ど
の
デ
ザ
イ
ナ
！
に
ド
レ
ス
を
発
注
し
た
か

は
わ
か
ら
な
い
。

　
表
1
は
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
六
月
＝
日
に
高
松
宮
家
よ
り
出
版
さ
れ
た
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

遊
の
公
式
記
録
『
高
松
宮
同
妃
両
殿
下
御
外
遊
日
誌
』
よ
り
抽
出
し
た
服
装
、
買
い
物

に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
主
に
パ
リ
で
買
物
を
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

店
名
、
買
物
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
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高松宮妃喜久子殿下所用ビーズドレスについて

1930 6 5 パリ 午前御服装に関する御用にてホテルに在らせらる

1930 6 23 パリ 英国御訪問の御準備として、御服の御試着御買物等の事あり

1930 6 24 パリ 妃殿下は御買物の為落合御用取扱を従へて御先に御帰途

1930 7 16 パリ 午後は両殿下御買物

1930 7 23 パリ 午後両殿下家具其の他の御買物

1930 8 2 ヴリュッセル 此の地の名産たるレース其の他の御買物に御成

1930 8 8 　　、nーグ 御買物

1931 3 6 パリ 午後御買物

1931 3 9 パリ 午後2時より両殿下御買物

1931 3 13 パリ 午前も午後も両殿下御別々に御買物

表1御買い物など記録

　
喜
久
子
妃
殿
下
自
身
も
そ
の
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

書
『
菊
と
葵
の
も
の
が
た
り
』
に

お
い
て
、
ド
レ
ス
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。

帰
れ
そ
う
で
す
が
、
先
の
事
は
ど
う
も
わ
か
り
兼
ね
ま
す
。

う
ご
ざ
い
ま
す
が
、
朝
は
ほ
っ
と
け
ば
何
時
ま
で
も
…
た
り
、

れ
ば
、
景
色
も
凸
凹
道
も
あ
り
ま
せ
ん
。
尤
も
ス
イ
ス
は
仏
国
も
道
路
は
よ
ろ
し
す

ぎ
て
、
あ
ま
り
ド
ス
ン
バ
タ
ン
し
ま
せ
ん
。
パ
リ
は
や
は
り
お
買
物
の
都
ら
し
く
、

　
生
ま
れ
て
初
め
て
パ
リ
に
到
着

し
た
の
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

の
六
月
、
ホ
テ
ル
は
コ
ン
コ
ル
ド

広
場
に
面
す
る
オ
テ
ル
・
ド
・
ク

リ
ヨ
ン
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
こ
こ

に
泊
っ
て
私
は
、
英
国
公
式
訪
問

の
際
ロ
ン
ド
ン
で
着
る
洋
服
の
仮

縫
い
や
、
買
物
や
、
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
る
こ
と
に
精
出
し
た
。

（
中
略
）
三
年
後
、
私
の
母
が
亡
く

な
っ
て
、
遺
品
の
整
理
を
し
て
い

た
ら
、
宮
様
が
パ
リ
か
ら
母
あ
て

に
お
出
し
に
な
っ
た
御
手
紙
が
出

て
来
た
。
私
の
こ
と
を
面
白
お
か

し
く
、
か
ら
か
い
半
分
お
書
き
に

な
っ
た
御
手
紙
な
の
で
、
こ
こ
に

引
用
し
て
置
こ
う
。
「
そ
の
後
、
益
々

御
元
気
の
御
様
子
で
結
構
に
存
じ

ま
す
。
こ
ち
ら
も
皆
丈
夫
す
ぎ
る

位
、
こ
の
模
様
な
ら
一
年
無
事
に

　
　
　
　
（
中
略
）
寝
つ
き
は
悪

　
　
　
　
　
そ
れ
で
自
動
車
に
乗

そ
れ
が
唯
一
の
お
楽
し
み
の
よ
う
で
す
が
、
で
き
れ
ば
日
曜
が
度
々
あ
る
と
よ
い
と

考
え
ま
す
。
ど
の
店
も
日
曜
日
は
閉
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。
目
下
は
ロ
ン
ド
ン

か
ら
、
新
し
い
お
べ
べ
が
出
、
て
く
る
の
を
お
待
ち
か
ね
で
、
ス
イ
ス
の
景
色
な
ど

ち
っ
と
も
目
に
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
注
…
私
の
主
な

衣
装
は
パ
リ
で
仮
縫
い
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
本
縫
い
さ
せ
て
い
た
）
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
二
日
　
パ
リ
に
て
　
宣
仁
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
は
サ

　
外
交
官
で
あ
り
、
外
交
評
論
家
と
し
て
著
名
な
加
瀬
俊
一
は
外
遊
の
時
に
外
務
官
補

と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
赴
任
し
て
お
り
、
喜
久
子
妃
殿
下
よ
り
ド
レ
ス
の
買
物
を
頼
ま
れ

　
　
　
　
ロ
リ

た
と
い
う
。
そ
の
と
き
の
回
想
に
よ
れ
ば
妃
殿
下
は
ベ
ル
リ
ン
で
も
ド
レ
ス
の
御
買
物

を
し
て
い
る
。

　
妃
殿
下
は
ウ
ン
タ
ー
デ
ン
リ
ン
デ
ン
の
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
前
で
足
を
止
め
、

「
ち
ょ
っ
と
こ
こ
に
入
る
わ
」
「
こ
れ
が
気
に
入
っ
た
わ
」
「
ち
ょ
っ
と
直
し
て
く

れ
、
パ
リ
で
着
た
い
」
と
。
時
間
は
も
う
い
く
ら
も
残
っ
て
な
い
。
店
主
と
け
ん

か
腰
で
「
カ
ネ
に
糸
目
は
つ
け
な
い
」
と
交
渉
し
て
、
汽
車
が
発
車
す
る
ま
で
に

仕
立
て
直
さ
せ
る
約
束
を
取
り
付
け
た
も
の
の
、
心
配
で
。
「
駄
目
だ
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
」
っ
て
。
翌
日
、
何
は
と
も
あ
れ
駆
け
つ
け
た
ら
、
で
き
て
る
。
い
よ

い
よ
発
車
ま
で
あ
と
何
時
間
て
い
う
時
に
、
そ
れ
を
抱
え
て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

行
き
ま
す
と
ね
、
各
国
の
大
使
が
ね
、
大
勢
き
て
い
る
ん
で
す
よ
。
で
、
私
は
姻

殿
下
が
お
買
い
上
げ
に
な
っ
た
イ
フ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
の
箱
を
小
脇
に
抱
え
て
、
「
ご

め
ん
く
だ
い
、
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」
っ
て
か
き
わ
け
て
。
両
殿
下
の
乗
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
車
両
に
飛
び
乗
っ
て
、
「
妃
殿
下
、
や
ー
っ
と
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
」
っ
て
。

そ
し
た
ら
妃
殿
下
、
に
こ
っ
と
お
笑
い
に
な
っ
て
ね
、
殿
下
の
ほ
う
は
な
ん
で
騒

い
で
い
る
ん
だ
っ
て
顔
を
し
て
ら
っ
し
や
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　
こ
の
よ
う
に
、
長
い
外
遊
の
問
、
日
本
で
読
え
た
洋
服
を
持
っ
て
い
く
以
外
に
も
現

地
で
各
種
洋
服
を
誹
え
た
り
、
買
い
求
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

131



　
し
か
し
、
こ
の
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
が
い
つ
、

録
上
で
同
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

三
．
ド
レ
ス
の
復
元
調
査

ど
こ
で
製
作
・
購
入
さ
れ
た
も
の
か
は
記

　
平
成
一
九
年
に
寄
贈
を
受
け
た
際
、
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
は
、
上
身
頃
と
二
枚
の
ス
カ
！

ト
状
の
も
の
、
の
三
部
分
に
わ
か
れ
て
い
た
。
総
ビ
ー
ズ
刺
繍
で
あ
る
た
め
、
加
重
が

か
か
り
、
シ
ル
ク
ジ
ョ
ー
ゼ
ッ
ト
地
は
裂
け
、
ビ
ー
ズ
留
糸
も
切
れ
切
れ
に
な
っ
て
、

触
れ
る
度
に
ビ
ー
ズ
が
剥
落
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
特
別
展
に
お
け
る
陳
列
も
三
部
分

を
「
適
宜
」
合
わ
せ
、
平
置
き
す
る
状
態
で
展
示
陳
列
し
た
。
（
図
2
）

　
展
示
終
了
後
、
共
立
女
子
大
学
教
授
長
崎
巌
先
生
に
相
談
し
、
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
の
修

復
が
で
き
る
と
こ
ろ
と
し
て
河
村
ま
ち
子
先
生
主
宰
の
K
染
織
修
復
研
究
所
の
紹
介
を

受
け
、
河
村
先
生
、
田
中
淑
江
氏
に
修
復
を
依
頼
し
た
。

　
修
復
の
最
終
形
と
し
て
は
、
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
を
原
型
に
戻
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

大
掛
か
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ま
な
い
限
り
修
復
途
上
で
、
復
元
案
を
調
査
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
修
復
は
修
復
以
前
と
同
じ
状
況
で
あ
る
上
身
頃
と
二
枚
の
ス

カ
ー
ト
状
の
も
の
の
三
部
分
別
々
に
行
い
、
そ
の
後
も
と
の
形
状
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
口
絵
4
～
1
1
参
照
）

図2　特別展における展示状態

　
修
復
さ
れ
た
ビ
！
ズ
ド
レ
ス
の
形
状
復

元
調
査
に
つ
い
て
は
、
京
都
服
飾
文
化
研

究
財
団
（
K
C
I
）
の
深
井
晃
子
先
生
に

助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
の
原
型
を
調
査
す
る
中

で
、
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
京
都

国
立
近
代
美
術
館
・
東
京
都
現
代
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
『
ラ
グ
ジ
ユ
ア
リ
！

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
欲
望
』
の
図
録
中
に

ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
と
模
様
が
似
て
い
る
も
の

（
図
3
）
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
、
同
展

灘翻騨…礁騨

図3　シャネル　イブニングドレス

　　　　　　1937頃

の
企
画
・
主
催
を
し
た
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団
（
K
C
I
）
の
深
井
先
生
に
ビ
ー
ズ

ド
レ
ス
を
実
見
し
て
い
た
だ
き
、
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
の
原
型
を
模
索
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

　
復
元
作
業
は
ま
ず
ス
カ
ー
ト
状
の
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
、
を
考
え
た
。

　
ス
カ
ー
ト
状
の
も
の
の
ウ
エ
ス
ト
寸
法
は
、
ス
カ
ー
ト
ー
　
三
九
、
五
㎝
、
ス
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ト
H
　
四
九
㎝
で
あ
る
。
喜
久
子
妃
殿
下
の
身
長
は
一
六
二
㎝
程
あ
り
、
当
時
ど
ん
な

に
痩
せ
て
い
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
も
単
独
で
は
胴
全
体
に
回
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
ス
カ
ー
ト
状
の
も
の
一
枚
に
他
の
布
を
補
う
形
に
す
れ
ば
、
一
枚
の
み
ス

カ
ー
ト
と
し
て
使
用
と
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
ス
カ
ー
ト
に
使
用
し
な
か
っ
た

残
り
の
一
枚
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
シ
ョ
ー
ル
の
よ
う
な
形
で
肩
に
掛
け
る
可
能
性
も
あ

る
。
し
か
し
、
ス
カ
ー
ト
ー
を
肩
に
か
け
る
と
長
く
な
り
（
長
さ
八
四
、
五
㎝
）
、
し
か
も

長
時
間
の
着
用
に
は
耐
え
難
い
ほ
ど
重
い
（
重
さ
七
八
八
g
V
。
ス
カ
ー
ト
H
に
つ
い
て
は
、

シ
ョ
ー
ル
と
し
て
は
ス
リ
ッ
ト
が
不
自
然
で
あ
る
（
ス
リ
ッ
ト
深
長
六
二
、
五
㎝
）
。

　
ス
カ
ー
ト
状
の
も
の
を
ス
カ
ー
ト
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
、
図
3
シ
ャ
ネ
ル
ド

レ
ス
の
よ
う
に
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
も
し
く
は
裏
地
の
存
在
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
の
存
在
は
わ
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
状
で
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
て
お
り
、
状
況
が
不
明
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
寄
贈
者
の
武
井
氏
に
再
度
、
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
武
井
氏
の

記
憶
で
は
当
初
よ
り
裏
地
は
つ
い
て
お
ら
ず
、
ド
レ
ス
は
上
身
頃
と
ス
カ
ー
ト
部
分

132



高松宮妃喜久子殿下所用ビーズドレスについて

の
ニ
パ
ー
ツ
に
わ
か
れ
て
い
た
。
取
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
は
キ
ャ
ミ

ソ
ー
ル
の
よ
う
な
形
（
で
も
肩
ひ
も
は
な
い
）
を
し
て
お
り
、
そ
の
ア
ン
ダ
ー
ド
レ

ス
の
下
部
に
ス
カ
ー
ト
部
が
縫
い
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
の
襟
ぐ
り
は

ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
と
同
じ
形
を
し
て
お
り
、
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
に
は
銀
糸
が
織
り
込
ま
れ

て
い
た
が
、
や
わ
ら
か
い
生
地
で
あ
っ
た
。
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
．
ド
レ
ス
の
復
元
研
究

　
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
か
ら
、
ス
カ
ー
ト
ー
、
H
と
も
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
に
縫
い
つ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
使
用
す
る
場
合
ど
の
よ
う
な
組

み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
る
か
。
考
え
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
を
実
験
し
て
み
た
。

パ
タ
ー
ン
一

　
ス
カ
ー
ト
一

　
ス
カ
ー
ト
ニ

下
　
た
れ
横

上
　
ス
リ
ッ
ト
前

．
－
っ
蹴
鷺
∵
箋

パ
タ
ー
ン
ニ

　
ス
カ
ー
ト
一

　
ス
カ
ー
ト
ニ

’” 狽煤ftt’1

蕪・

下
　
た
れ
後

上
　
ス
リ
ッ
ト
横
（
斜
め
横
）

　
　
　
↓

　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
コ
　
ロ
　
に
　

隠
．
＼

凹
く・r－一一）　　　　　ピー＼

　　　図5

パ
タ
ー
ン
三

　
ス
カ
ー
ト
一

　
ス
カ
ー
ト
ニ

下
　
た
れ
前

上
　
ス
リ
ッ
ト
横

パ
タ
ー
ン
四

　
ス
カ
ー
ト
一

　
ス
カ
ー
ト
ニ

上
　
た
れ
横

下
　
ス
リ
ッ
ト
横

パ
タ
ー
ン
五

　
ス
カ
ー
ト
一

　
ス
カ
ー
ト
ニ

上下

スた
りれ
ツ横
ト

横

隠
　
　
　
↓凹
Q
◎

図8
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事
前
に
平
面
上
で
試
行
し
た
際
に
は
、
パ
タ
ー
ン
一
が
完
成
形
と
考
え
た
が
、
ボ
デ
ィ

に
着
装
し
立
体
的
な
ラ
イ
ン
を
出
し
て
み
る
と
、
パ
タ
ー
ン
五
が
も
っ
と
も
美
し
い
ド

レ
ー
プ
ラ
イ
ン
を
出
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

武
井
氏
聞
き
取
り
調
査
と
こ
の
結
果
か
ら
、
深
井
先
生
よ
り
以
下
の
指
摘
を
い
た
だ

い
た
。

　
○
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
に
ス
カ
ー
ト
が
縫
い
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ア
ン
ダ
ー
ド
レ

　
　
ス
の
素
材
が
、
銀
糸
が
織
り
込
ま
れ
て
い
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
は
恐
ら
く
銀
ラ

　
　
メ
か
と
推
測
で
き
る
が
、
こ
れ
は
ド
レ
ス
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
当
時

　
　
の
流
行
の
ド
レ
ス
の
例
と
し
て
極
め
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

　
○
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
見
え
て
も
良
い
素
材
の
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
は
、
ス
カ
ー

　
　
ト
の
深
い
ス
リ
ッ
ト
か
ら
見
え
て
も
良
い
1
1
見
せ
る
よ
う
な
形
状
だ
っ
た
可
能
性

　
　
も
あ
り
得
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ス
リ
ッ
ト
の
深
さ
に
納
得
が
得
ら
れ
る
。
そ

　
　
の
よ
う
な
例
は
、
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
脚
は
露
出
さ
れ
な

　
　
い
こ
と
に
な
る
。

　
○
と
す
れ
ば
、
現
在
の
ス
カ
ー
ト
ニ
枚
の
組
み
合
わ
せ
方
以
外
の
、
異
な
る
組
み
合

　
　
わ
せ
方
も
可
能
に
な
る
。

　
と
の
こ
と
で
あ
り
、
最
終
的
な
結
論
に
は
至
れ
な
い
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

／

（　一ゴ

　　　lApoNIKA

傘墓

月ttt・’〆le ”tfft㍗it門’・岨14it　’Jir　十　’　「㌔　’

図9　ヴィオネ「ジャポニカ」

共
通
性
も
み
て
と
れ
る
。

　
も
っ
と
も
喜
久
子
妃
の
ド
レ
ス
を
製
作
で
き
る
格
の
メ
ゾ
ン
、
と
考
え
る
と
当
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
れ
　

パ
リ
で
は
、
ウ
ォ
ル
ト
、
パ
キ
ャ
ン
、
ラ
ン
バ
ン
、
な
ど
が
王
室
、
貴
族
の
ド
レ
ス
メ
ー

カ
ー
で
あ
り
、
ヴ
ィ
オ
ネ
は
、
革
新
的
作
風
が
特
徴
で
あ
り
、
貴
族
の
女
性
で
も
個
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で

的
な
人
が
顧
客
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ヴ
ィ
オ
ネ
の
メ
ゾ
ン
で
製
作
さ
れ
た
可

能
性
は
低
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、
修
復
に
あ
た
っ
た
田
中
氏
は
当
時
の
ド
レ
ス
の
流
行
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
ヴ
ィ

オ
ネ
風
の
デ
ザ
イ
ン
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
マ
ド
レ
ー
ネ
・
ヴ
ィ
オ
ネ
は

一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
活
躍
し
た
バ
イ
ア
ス
カ
ッ
ト
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。
こ
の
ス
カ
ー
ト
も
田
中
氏
の
指
摘
ど
お
り
バ
イ
ア
ス
カ
ッ
ト
さ
れ

て
お
り
、
パ
タ
ー
ン
五
の
着
装
で
は
流
れ
る
よ
う
な
立
体
的
な
ラ
イ
ン
が
現
れ
る
。
ヴ
ィ

オ
ネ
が
何
よ
り
も
表
現
し
た
い
と
考
え
て
い
た
も
の
は
「
ギ
リ
シ
ャ
の
衣
服
に
見
ら
れ

る
“
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
”
や
日
本
の
キ
モ
ノ
の
”
流
れ
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
”
だ
っ
た
。
キ

モ
ノ
は
、
左
肩
が
高
く
、
右
側
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
左
に
集
中
し
、

そ
こ
か
ら
右
に
流
れ
て
い
る
。
「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
」
冒
℃
〇
三
8
と
題
さ
れ
た
一
九
二
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　

の
作
品
ス
ケ
ッ
チ
は
、
キ
モ
ノ
に
対
す
る
ヴ
ィ
オ
ネ
の
最
終
的
な
解
釈
」
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
の
形
、
ま
た
日
本
的
な
青
海
波
と
百
合
模
様
と
の

お
わ
り
に

　
以
上
、
高
松
宮
妃
殿
下
所
用
ビ
；
ズ
ド
レ
ス
の
来
歴
と
復
元
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

来
歴
に
つ
い
て
は
高
松
宮
家
の
経
済
史
料
、
例
え
ば
発
注
書
、
領
収
書
な
ど
が
発
見
で

き
れ
ば
、
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
高
松
宮
家
が
廃
絶
と
な
っ
て

五
年
余
り
、
八
〇
年
前
の
こ
の
記
録
が
み
つ
か
る
可
能
性
は
低
い
。

　
一
方
ド
レ
ス
の
形
状
復
元
に
つ
い
て
も
ア
ン
ダ
ー
ド
レ
ス
が
紛
失
さ
れ
て
久
し
い
こ

と
か
ら
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
流
行
の
形
か
ら
い
く

つ
か
の
形
を
模
索
し
、
現
在
考
え
う
る
も
っ
と
も
元
の
形
に
近
い
も
の
を
提
示
す
る
こ

と
が
出
来
た
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
他
、
調
査
の
途
上
で
は
絹
織
物
の
産
地
を
同
定
で
き
れ
ば
、
つ
ま
り
蚕
が
日
本
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産
か
欧
州
産
か
が
わ
か
れ
ば
、
製
作
地
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
深
井
先
生
か
ら
の
助
言
に
よ
り
、
蚕
の
D
N
A
検
査
が
可
能
か
も
調
査
し
た
。
独

立
行
政
法
人
農
業
生
物
資
源
研
究
所
生
活
資
材
開
発
ユ
ニ
ッ
ト
高
林
千
幸
氏
に
話
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
状
で
は
蚕
の
D
N
A
検
査
を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
無
理
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
一
九
三
〇
年
当
時
の
最
高
級
生
糸
は
日
本
産
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
た
と
え
欧
州
で
織
ら
れ
た
生
地
で
も
、
生
糸
は
日
本
産
を
輸
入

し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　
当
時
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
ド
レ
ス
を
製
作
す
る
の
に
は
、
何
度
も
仮
縫
い
を
お
こ

な
い
、
完
成
ま
で
に
相
当
の
時
間
を
費
や
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
多
忙
で
あ
る
渡
欧

中
に
ド
レ
ス
を
一
か
ら
仕
立
て
る
の
は
、
難
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
妃
殿
下
自
身
も

そ
の
著
の
な
か
で
「
私
の
主
な
衣
装
は
パ
リ
で
仮
縫
い
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
本
縫
い
さ
せ

　
　
ハ
ハ
　

て
い
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
渡
欧
前
に
は
ド
レ
ス
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

下
着
、
毛
皮
、
帽
子
、
手
袋
、
靴
な
ど
の
発
注
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
当
時
、

欧
米
の
最
先
端
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
注
文
で
き
た
横
浜
の
元
町
と
弁
天
通
り
の
専
門
店
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

帝
国
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
洋
装
内
覧
会
な
ど
か
ら
揃
え
た
よ
う
だ
。
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
三
章
に
お
い
て
、
こ
の
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
が
ヴ
ィ
オ
ネ
の
ド
レ
ス
に
似
て
い
る
点
を
指

摘
し
た
が
、
メ
ゾ
ン
の
格
、
作
風
の
年
代
推
移
か
ら
、
お
そ
ら
く
ヴ
ィ
オ
ネ
作
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
オ
ネ
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
、

例
え
ば
田
中
氏
報
告
に
あ
る
『
フ
ェ
ミ
ナ
』
な
ど
を
横
浜
元
町
の
専
門
店
よ
り
取
り
寄

せ
、
そ
こ
か
ら
参
照
し
た
、
あ
る
程
度
の
デ
ザ
イ
ン
と
高
松
宮
妃
殿
下
の
サ
イ
ズ
を
あ

ら
か
じ
め
ロ
ン
ド
ン
か
パ
リ
に
伝
え
、
現
地
に
て
仮
縫
い
、
本
縫
い
を
お
こ
な
い
完
成

さ
せ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
当
時
の
最
先
端
の
流
行
と
の
時
間
差
、
そ
し
て
何
よ
り
日

本
的
な
青
海
波
と
百
合
の
模
様
に
説
明
が
つ
く
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
だ
結
論
に
は
至
ら
ず
、
ド
レ
ス
の
復
元
形
も
他
の
形
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
今
後
も
さ
ら
に
来
歴
の
調
査
を
行
い
、
復
元
を
模
索
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
美
し

い
ビ
ー
ズ
ド
レ
ス
が
長
く
保
存
さ
れ
る
よ
う
、
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
か
ら
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団
（
K
C
I
）
深
井
晃
子
・
周
防
珠
実

K
染
織
修
復
研
究
所
　
河
村
ま
ち
子
・
田
中
淑
江

高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
　
佐
藤
進

独
立
行
政
法
人
農
業
生
物
資
源
研
究
所
生
活
資
材
開
発
ユ
ニ
ッ
ト

作
画
協
力
　
本
多
葵
美
子

武
井
絢
子
　
岡
田
茂
弘
　
恩
田
裕
子
　
高
橋
亜
弥
子
　
長
崎
巌

高
林
千
幸

注
（
1
）
明
治
末
年
に
は
、
皇
孫
御
殿
に
て
裕
仁
親
王
・
雍
仁
親
王
・
宣
仁
親
王
の
侍
女

　
　
を
務
め
て
い
た
。

（
2
）
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
七
日
～
六
月
九
日
開
催

（
3
）
本
紀
要
＝
二
七
～
一
五
三
ぺ
ー
ジ
参
照

（
4
）
ガ
ー
タ
ー
勲
章
（
目
プ
①
O
a
巽
o
h
夢
①
O
賀
8
「
噸
囚
Ω
）
は
、
＝
二
四
八
年
に
エ

　
　
ド
ワ
ー
ド
三
世
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
最
高
勲
章
。

（
5
）
高
松
宮
宣
仁
親
王
『
高
松
宮
日
記
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
）
昭
和
四
年

　
　
九
月
二
三
日
の
予
記
欄
記
載
。

（
6
）
平
野
久
美
子
『
高
松
宮
同
妃
両
殿
下
の
グ
ラ
ン
ド
・
ハ
ネ
ム
ー
ン
』
（
中
央
公
論

　
　
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）

（
7
）
注
（
5
）
に
同
じ
。
昭
和
四
年
六
月
二
日
日
記

（
8
）
注
（
6
）
に
同
じ
。

（
9
）
注
（
5
）
に
同
じ
。
昭
和
四
年
一
二
月
七
日
日
記

（
1
0
）
「
高
松
宮
宣
仁
親
王
」
伝
記
刊
行
委
員
会
編
『
高
松
宮
宣
仁
親
王
』
）
（
朝
日
新
聞

　
　
社
、
一
九
九
一
年
）

（
1
1
）
『
高
松
宮
同
妃
両
殿
下
御
外
遊
日
誌
』
（
高
松
宮
、
一
九
三
五
年
）

（
1
2
）
高
松
宮
妃
喜
久
子
『
菊
と
葵
の
も
の
が
た
り
』
（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
八
年
）
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加
瀬
俊
一
　
外
交
官
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
に
活
躍
し
、
国
際
連
合
加
盟
後

初
の
国
連
大
使
や
外
務
省
顧
問
、
内
閣
総
理
大
臣
顧
問
な
ど
を
歴
任
。

『
週
刊
朝
日
』
朝
日
新
聞
社
、
六
、
一
八
号
、
二
〇
〇
四
年

杉
野
服
飾
大
学
で
は
平
成
一
九
年
度
～
二
一
年
度
の
私
立
大
学
学
術
研
究

高
度
化
推
進
事
業
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
（
研
究
費
総
額

三
四
、
九
〇
〇
、
○
○
○
円
）
と
し
て
「
現
代
衣
裳
の
原
点
を
探
る
　
ウ
ォ
ル
ト

作
品
の
復
元
」
を
行
っ
て
い
る
。

企
画
監
修
　
深
井
晃
子
『
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
”
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
欲
望
』
（
京
都

服
飾
文
化
研
究
財
団
、
二
〇
〇
九
年
）

高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
理
事
岩
崎
藤
子
氏
の
談
に
よ
る
。

ベ
テ
ィ
・
カ
ー
ク
著
　
東
海
晴
美
編
『
＜
H
O
乞
国
皇
（
求
龍
堂
、
一
九
九
一
年
）

シ
ャ
ル
ル
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ル
ト
　
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
た
。
昭
憲
皇
太
后
の
ド
レ
ス
を
制
作
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ヌ
・
バ
ギ
ャ
ン
　
一
八
九
一
年
に
メ
ゾ
ン
開
設
。
顧
客
に
は
英
国
王
室
、

ス
ペ
イ
ン
王
室
が
あ
り
、
二
〇
世
紀
前
半
で
は
パ
リ
で
最
も
有
名
な
店
の
一
つ

で
あ
っ
た
。

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
ン
バ
ン
が
一
八
九
九
年
に
創
設
し
た
ブ
ラ
ン
ド
。

深
井
先
生
の
指
摘
よ
り
。

注
（
1
0
）
に
同
じ
。

注
（
6
）
に
同
じ
。
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口絵3　高松宮妃喜久子殿下所用ビーズドレス着装例



〈修理前〉 〈イ彦王里そ菱〉

口絵4　修理前　前身頃

鞭

口絵5　修理後　前身頃

口絵6　修理前　後身頃 ロ絵7　修理後　後身頃

口絵8　修理前　スカート1 ロ絵9　修理後　スカート1

ロ絵10　修理前　スカート皿 ロ絵11修理後　スカート皿


